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陸上自衛隊退官の後、在日アメリカ陸軍/大使館に入職 

現在は立教大学大学院において対日占領政策を研究中 

いつの間にか軍事に関係する仕事に人生をささげている自分に少し違和感がありつつも、そ

の必要性はと問われれば YES としか言えないように……。 

 

ナショナルディフェンスという響きと、国防という言葉の意味は日本においては印象がことなる。

カタカナであれば国際常識、漢字になると右傾の人に。 

多くの自衛官は言う。「我々の存在を国民が認識する時、それは何か不幸が訪れた時、だか

ら今のままで良い」。まるで存在意義を他者に聞かれた時の優れたひな形であるかのような言葉

は、彼らの本音であり嘘のつけないけなげな希望であると私は思う。 

日本では、国の安全を守ることを目的とした組織のイメージは極端に悪い。過去における戦

争の失敗からか、戦後 GHQ が施したリベラル教育の目指したゴールがここにあったからなのか。

憲法第 9 条に反するとみられるこの集団が組織されてより、左右のこれにかかわる議論は絶えた

事がない。しかし、おそらく議論は「平和という常態」が確保されている以上、当該組織の劣勢

が続くだろう。 

“常態”の確保に必要とあらばそこに属す者たちが時として命と引き換えにしてもかまわないと

まで思う理由の真意が実はここにあるのではないかと思う。 

「今のままで良い」。と言う彼らの無垢な正義感を尊重したいと少しでも考えたらコンサバすぎ

るだろうか。 

いかにも反社会的で、現在の日本人にはとうてい許容されざる行為を是とするこの組織にか

つて私も所属していた。私はともかく彼らは非常にまじめで純朴であると言わざるを得ない。そう

いうタイプが多いのが特徴なのである。陸海空の軍備を持つことの許されない我が国において、

それと全く同じスタンダードを確保している者たちのそのクオリティーの高さは、物心両面におい

てこれに勝る国はほかにないと私は思う。 

彼らの目指す「今のままで良い」は、彼らの練度の高さから裏付けられる余裕からくるものでは

ないかと感じるのである。 

日本において自衛隊と言うとよく、ほふく前進などの姿のみを連想する傾向があるが、これで

はありにも不勉強であり、前総理程度のあまいかつ認識不足ということになりかねない。あるいは

意図的か、自国の防衛にかかわる人々をそれほど軽視した教育は、いわゆるその“常態”維持

に成功しているからともいえようか。 

警察官の腰に拳銃があることにあまり違和感がないのは、それが正義(治安維持)のためであ

り、精神を含めた厳しい教育の元に携行を許されたものであることを無意識のうちに知っている



からではないだろうか。それは自衛隊も同様である。平和な日本であっても国は軽々にそれを

許す状態にはない。 

隊員は銃を携行する際の安全基準、構造などを熟知させられるなど、実弾を持たされるまで

には実に様々な教育訓練がおこなわれ、これらには精神的な心構えも含まれるのである。 

「作文」を果せるなどがその一つといえる。タイトルは「武器を持つこととは」であった気がする。 

そして私はこんなふうに記した記憶がある。 

「武器の重さは、国民の期待であり、また裏切りでもあるように思う。なぜならそれは、平和を

愛する人々を、それらが望むように守ること事も、同時に死なすことも可能にする道具であるから

だ。全てのこの道具と関わる者が、本来の役割を果そうとしたとき、それはその先端がいつも

“人”に向けらものであり、それは敵であり、つまり“人”。的ではなくなることを自覚しなければい

けないからだ。時として迷い、嘆きを経験し、あるいは自己中心的な欲望を満たす最悪な鉄くず

であるかように思うこともあるこの道具。しかし、守るべきものが決定し、明確に正義であると国際

社会の通念に、または法律によって。あるいは悲鳴を上げる弱者を目の前にしたと時などに至

ってはその先端は向けるべき“人”に対して照準が合い、その重さに耐えうるのであろうかと思

う。」 

いい大人が緑の服を身にまとい、ほふく前進をしながら仮想の敵に照準を合わせているとき、

日本においてはあまりにも間の抜けた光景に映るのを知っている。比較的学業成績の悪い大

人がかつては多かったのもよく承知している。 

だからこそ私も思う。このまま彼らが軽視される常態が長く続くのが望ましいと。 

「今のままで良い」。と。 

日本人が敗戦の様々な悩みから解放され、現状があることのありがたさの背景には国防とい

う重責が常に表裏一体になっている事を自覚することから、様々な歴史をリアルに体験できうる

ものとして私はこれを「私の戦争体験」とした。在日米軍問題に揺れる国政。平和でありたいと

願う共通認識のもとでも争われる論争。これらを国民が他人事のように傍観できるのは「今のま

までよい」の成果の表れであると感じるのは私だけだろうか。


